
 
 

第 183 回  学長定例記者会見 発表事項４  

 

令和 7 年９月 2９日 

 

呉市に「広島大学海洋・海事未来研究所」を新設 

～海洋ガバナンス、技術開発や人材育成の国際的拠点へ～ 

令和７年１０月１日、広島大学は、海洋・海事未来研究所を呉市に設置します。 

 

海洋・海事未来研究所は、海洋・海事に関わるものづくりや海運業が盛んな

呉市において、海洋法、海洋科学、技術開発などを組み合わせ、海洋の持続可

能な利用と管理を目指す海洋・海事に係る学際融合研究の推進に取り組み、教

育プログラムの提供及び人材育成、国際連携・産学連携事業等を推進します。 

 

【呉市に設置する背景】 

広島大学と呉市は、2023 年 7 月に、海上保安大学校および公益財団法人   

笹川平和財団との 4 者による連携協定を締結し、「呉市・広島大学 Town & 

Gown 構想」のもと、海洋・海事分野の国際的拠点形成と地域活性化に取り

組んできました。 

今回の研究所は、同構想の中核を担うものであり、研究と教育の一体化や

産業、地域社会との連携を一層進めます。 

 

【今後の展開】 

広島大学は、本研究所を中核として、来年度以降、海洋リモートセンシン

グ技術センターの設置、海洋・海事分野の新たな大学院学位プログラムの開

設などを展開する計画です。 

 

また、呉市とともにスタートアップ企業の誘致、国際学会・国際会議の誘

致、海洋・海事をテーマとしたまちづくりなどに取り組み、呉市において、

アジアにおける新たな海洋・海事の教育研究拠点の形成と海洋文化都市くれ

の実現を目指します。 

 

 

【組織概要】 

名称：広島大学海洋・海事未来研究所 

 設立年月日：令和 7 年 10 月 1 日 

 組織・体制： 

   所長：陸田 秀実（広島大学大学院先進理工系科学研究科 教授） 

   専任教員：4 人 

   兼担教員：18 人 

 

 

 

なお、以下のとおり「広島大学海洋・海事未来研究所開所式」を開催する

予定です。本件については改めてご案内します。 



 

１ 日時 

令和 7 年 10 月 17 日（金）13:30～14:00 

◆次第（予定） 

○学長挨拶 

○来賓祝辞（呉市長ほか） 

○所長代理による研究所紹介   

○テープカット 

○看板序幕（研究所・練習船基地） 

 

     ※ 開所式典終了後、施設見学及び豊潮丸体験乗船を実施する予定 

（すべて取材可） 

    14:00～15:00 海洋・海事未来研究所施設見学 

    14:00～14:30 広島大学附属練習船「豊潮丸」船内見学 

    14:30～15:10 広島大学附属練習船「豊潮丸」体験乗船 

（呉湾クルーズ） 
 

２ 会場 

広島大学海洋・海事未来研究所（広島大学生物生産学部附属練習船基地） 

（広島県呉市宝町 7－４） 
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３ 出席者（予定） 

○広島大学 学長 越智 光夫 

理事・副学長 金子 慎治 

（呉市・広島大学 Town＆Gown Office 室長） 

研究所長 陸田 秀実（大学院先進理工系科学研究科 教授） 

○呉市   市長 新原 芳明（来賓） 

○呉市議会 議長 中田 光政（来賓） 

○海洋文化都市くれ推進協議会 会員 ほか 
 
 

 

 
【お問い合わせ先】 

 

呉市・広島大学Town & Gown Office 

TEL : 070-1477-8445 

E-MAIL : kure-tgo-admin@office.hiroshima-u.ac.jp 

 

 


